
　山形県労福協は昨年度の事業及び決算報告などを会員団体に諮るととも
に、労働者自主福祉運動の更なる発展を図るため、「第５９回定時総会」を
５月２７日に大手門パルズにて開催しました。
　新型コロナ感染拡大防止のため、出席者は、今年も会員代表者と役員に
限定し、地区労福協の傍聴要請を見送ったほか、会場内での検温・手指消
毒・換気の徹底、短時間で開催するなどの対策を講じました。
　議事に先立ち、小口理事長は「新型コロナウイルス感染拡大から１年が
経過し、この間、雇用と医療体制を守ることを中心に運動を進めてきた。成果主義や経済最優先
といった新自由主義政策が進められてきた中で、アフターコロナのビジョンとして、今後どのよ
うな方向に向かうべきなのかを問われる。世界的には SDGs など誰一人取り残さない持続可能な
社会を目指す運動がスタートしている。私たち労福協も労働組合と事業団体と連帯を更に強めな
がら、労働者福祉運動を持続可能なものにしていくことを皆さんと誓い合う総会にしたい」と挨
拶。
　総会議長には連合山形の渋谷文男氏を選出。第１号議案「２０２０年度事業報告」では、コロナ禍により事業活動を中
止または規模を縮小せざるを得ず労働者福祉事業が実感しづらい１年となったが、山形県に対するコロナ支援措置の
要望行動や県コロナ応援金の贈呈、大沼元従業員への再就職支援、最上川水害の救援活動など新たな活動を説明した。
第２号議案「２０２０年度会計決算報告と監査報告」では、公益目的支出計画が完了したことから、持続可能な財務への
転換をめざし、財務基盤の確立に向け必要な対策を講じたことなどを説明した。第３号議案「役員の補充選任」では、
前任の渡辺治雄前理事（教育基金）、宮城崇前監事（労金県本部）に代わり、佐藤尚行理事（教育基金）、菅野敏満監
事（労金県本部）の就任を提案しました。全ての議案が提案通り承認され、総会は成功裏に終了しました。

（挨拶する小口理事長）（挨拶する小口理事長）

（総会会場）（総会会場）
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相談３事業の 2020 年度実績 
 
 生活あんしんネットやまがた事業「生活なんでも相談」 

生活に関する様々な悩み・困りごとの相談を受け付け、連合・労金・こくみん

共済 coop などの構成団体や関係機関と連携し解決の糸口を見い出す活動を行います。  

 

2020 年度の相談件数は 579 件（前年比＋185 件）。コロナ禍による経済困窮・借金・労働・人間

関係など様々な問題が増加。新聞折込チラシなどの広報強化により新規相談者が増加。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合的就業・生活支援事業「山形県求職者総合支援センター」  

山形テルサ１階のハローワークプラザやまがた内に相談窓口を設け、 

求職者の就労や生活・住まいに関する相談を受け付けます。 

2020 度の相談件数は 301 件（前年比-97 件）。就職活動のオンライン化とコロ

ナ禍により来所相談者が減少し、電話による相談が半数以上を占めました。 

 

 

 

 

 

 

生活困窮者自立支援制度「家計改善支援業務」 

生活困窮者自立支援法に基づき、支援対象者が自ら家計を適切に管理できるよう、 

家計を「見える化」し改善に向けた支援を地区労福協と連携して行っています。 

2020 年度の業務実績は 65 件（前年比-4 件）。その内、家計計画表やキャッシュフロー表の作成

支援は 14 件（前年比+6 件）でした。 

 

 

 

 

 

集中相談会 

「求職者の生活・就労相談会」 

7 月 29 日(木)～ 31 日(土) 
※電話番号･対応時間は同左  

事業概要 

 2020 年度
相談実績 

事業概要 

2020 年度 
相談実績 

○電  話  

○対応時間 月～金曜日 9:30～18:00 
土曜日   10:00～17:00 

○住  所 山形市双葉町 1-2-3 山形テルサ 1 階 
ハローワークプラザやまがた内 

（祝日等除く） 

事業概要 

2020 年度 
業務実績 

ご相談はお住いの地域の「生活困窮者自立支援センター相談窓口」へ 
（リンク先＝山形県ＨＰ内） 

集中相談会 

「生活なんでも相談ダイヤル」 

8 月 26 日(木)～ 28 日(土) 

10:00～17:00 
※電話番号は同左  

 

 
 

 

法律問題 

・子供との面会交流を決めずに離婚。コロナ禍を理

由に会わせてもらえなくて…。（30 代・女性） 

・自筆遺言書を法務局に預けたが、内容を訂正した

い時はどうすればよいか？（70 代・女性） 

労働問題 

・仕事でマイカーを常に使用しているが、ガソリン

代や手当が一切貰えない。（30 代・女性） 

・夫は、納期が遅れたことを理由にサービス残業を

強いられている。（60 代・女性） 

家庭問題 

・ある時を境に娘家族との関係に溝ができてしまっ

た。関係を修復したいが…。（60 代・女性） 

・農家に婿入りしたため、平日は会社勤務、土日は

家業手伝いで休みが無く辛い。（50 代・男性） 

クレサラ・債務問題 

・子供は心身不調で奨学金返済が困難。私が連帯保

証人だがコロナで減収し…。（50 代・女性） 

・コロナ不況で自営業を廃業。テナント代や借金な

どの返済のあてが無く…。（40 代・男性） 

 

相談事例 

※相談内容を 
一部変更し 
ています。 

ご相談はこちらから 

○電  話  

○対応時間 月～金曜日 10:00～16:00（祝日等除く） 

○住  所 山形市木の実町 12-37 
大手門パルズ 4 階 山形県労福協内 

ご相談はこちらから 

相談件数 急増！ 

ＹＢＣラジオ

ＣＭ放映中♪

（2021/6）
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SDGs
一緒に学ぼう！

　SDGs（持続可能な開発目標）の取り組みは、労福協の理念・ビジョンである
「すべての働く人の幸せと豊かさをめざして、連帯・協同で安心・共生の福祉社
会をつくる」、「貧困や社会的排除がなく、人と人とのつながりが大切にされ、平
和で、安心して働きくらせる持続可能な社会」とも合致します。
　今回号より、山形大学地域教育文化学部の村松准教授に執筆をお願いし「一緒
に学ぼう！SDGs」の新連載をスタートします。一緒にSDGsを学び、取り組
みに活かしていきましょう！

SDGs の実現 ❶

－SDGsの概要と取り組みヒント－

　最近、SDGs（「エスディージーズ」と読む。）という言葉が、新聞・テレビ等でよく出てきます。SDGs は、
「Sustainable Development Goals」の略称であり、「持続可能な開発目標 」と訳しています。２０１５年９月２５日の国連
総会で、持続可能な開発のために必要な行動計画として「我々の世界を変革する：持続可能な開発のための２０３０ア
ジェンダ」が採択されました。この中で、今後１５年間（２０１６年～２０３０年）の持続可能な開発のための１７の目標と１６９
の達成基準が示されました。これらの目標と達成基準が SDGs です。しかも、この SDGs には、「誰一人取り残さな
い」という共通理念があります。

　また、SDGs は、新たに提唱されたわけではありませんでした。それ以前に「MDGs（「エムディージーズ」と読
む。）」というのが提唱されていました。MDGs は、「Millennium Development Goals」の略称であり、「ミレニアム
開発目標」と訳しています。MDGs は、２０００年９月にニューヨークで開催された国連ミレニアム・サミットで採択
された宣言と、１９９０年代に開催された主要な国際会議やサミットで採択された国際開発目標を統合し、２００１年から
２０１５年までの世界の行動指針として提唱されたものです。MDGs は、当時の国連加盟国の全ての国（１９３カ国）と２３
の国際機関が合意し取り組むことになりました。
　MDGs では、８つの目標と２１の達成基準が示されました。８つの目標には、「１　極度の貧困と飢餓の撲滅」「２
初等教育の完全普及の達成」「３　ジェンダー平等の推進と女性の地位向上」「４　幼児死亡率の引き下げ」「５　妊
産婦の健康の改善」「６　HIV ／エイズ、マラリア、その他の疫病の蔓延防止」「７　環境の持続可能性の確保」「８
　開発のためのグローバルなパートナーシップの構築」の項目が掲げられました。これらの目標は、後に SDGs に継

承されていくことになります。
　しかし、これらの目標は、先進国主導で決められたも
のであり、開発途上国の意向が反映されていなかった
という指摘を受けることになります。そのため、SDGs
では、MDGs の反省点を踏まえ、MDGs になかった目
標も取り入れられています。例えば、「気候変動への対
応」「雇用や労働の在り方」「都市の在り方」「格差是
正」「平和の維持」「イノベーションの推進」「人権の尊
重」「ジェンダー平等の確立」等です。図　SDGsの１７の目標に関するロゴマーク図　SDGsの１７の目標に関するロゴマーク
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プ ロ フ ィ ー ル

村松　真

　金山町役場・農林水産省
勤務を経て、山形大学地域
教育文化学部准教授兼東北
創生研究所長、現在に至る。
博士（農学）。専門は、地域
計画学・地域づくり等。そ
の他、県・市町村・NPO・民
間団体等、各種役職を歴任。



　さらに、SDGs は、持続可能な開発を進める上で特に重
要で不可分な「経済」「社会」「環境」の調和を図りなが
ら、人類及び地球にとって極めて重要な指針として位置付
けられ、世界中で歩調を合わせて取り組むことになりまし
た。なお、SDGs の１７の目標は、現在、ロゴマーク（図を
参照）が作成されており、その内容は次のとおりです。

　１�　貧困をなくそう（あらゆる場所のあらゆる貧困を終
わらせる。）

　２�　飢餓をゼロに（食料安全保障及び栄養改善を実現し、
持続可能な農業を進める。）

　３�　全ての人々に健康と福祉を（あらゆる年齢の人々の
健康的な生活を確保し、福祉を進める。）

　４　全ての人々に質の高い教育を（全ての人々に、広範で公正な質の高い教育を提供し、生涯学習を進める。）
　５　ジェンダー平等を実現しよう（ジェンダー平等を達成し、全ての女性及び女児の能力強化を実現する。）
　６�　安全な水と下水施設を世界中に（全ての人々に、安全な水と衛生的な環境を提供し、水資源の持続可能な管理

を実現する。）
　７�　全ての人々に安価で持続可能なエネルギーを（全ての人々に、安価かつ信頼できる持続可能なエネルギーの供

給を行う。）
　８�　働きがいも経済成長も （広範かつ持続可能な経済成長を実現し、全ての人々に快適で有意義な雇用の場と働き

がいのある人間らしい環境を構築する。）
　９�　産業と技術革新の基盤をつくろう（強靱なインフラを構築し、広範かつ持続可能な産業を構築し技術革新を図

る。）
　１０�　人や国の不平等をなくそう（国内及び各国間の不平等を是正する。）
　１１　住み続けられるまちづくりを（広範かつ安全で、強靱かつ持続可能な都市及び人間居住を実現する。）
　１２　つくる責任つかう責任（持続可能な生産・消費形態を確保する。）
　１３　気候変動に具体的な対策を（気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる。）
　１４　海の豊かさを守ろう（持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全し、持続可能な利用を図る。）
　１５�　陸の豊かさを守ろう（陸上の生態系の保護・回復・持続可能な利用の推進、森林の持続可能な経営、砂漠化へ

の対処、土地の劣化の阻止・回復、生物多様性の損失を阻止する。）
　１６�　平和と公正を全ての人に（世界の平和を実現し、全ての人々に公正な司法の適用を図り、あらゆる場所におい

て効果的で説明責任のある広範な制度を構築する。）
　１７�　パートナーシップで目標を達成（持続可能な開発

のための実施手段を強化し、グローバル・パートナー
シップを活性化する。）

　それでは、これら１７の目標を達成するためには、どのよ
うに取り組んだらよいのであろうか。そのためには、先ず
SDGs に取り組む国々が、SDGs の１７の目標と１６９の達成基
準を自国の実情に合わせて理解する必要があります。その
上で、これらの目標と達成基準を実現していくことが大切
であり、このような作業を SDGs の地域化と言います。こ
の地域化が SDGs 実現の重要なヒントになると思います。

写真－１　山形市中心地の風景写真－１　山形市中心地の風景

写真－２　庄内浜に打ち上げられた漂着ゴミ写真－２　庄内浜に打ち上げられた漂着ゴミ
（�日本語・英語・ハングル語・ロシア語のブラスチッ（�日本語・英語・ハングル語・ロシア語のブラスチッ
ク容器も多い）ク容器も多い）
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　中央労福協は６月7日、「2021年度全国研究集会～東日本大震災
から10年～」を初のLIVE配信方式で開催しました。
　福島県相馬市長や復興支援団体代表らによる
パネルディスカッションが行われ、復興への道
のりを通して人と人の絆・つながりの大切さを
共有するとともに、大規模災害やコロナ禍を乗
り越える普段からの地域コミュニティづくりを
全国の視聴者とともに考察しました。

　ワークルールを知らない若年労働者や学生アルバイトが、労働
トラブルに巻き込まれるケースを未然に防ぐため、県労福協は
２０１２年度から、県内の高校、短大、専門学校等の卒業予定者を対
象に出前講座「労働関係制度の説明会」を開催し、“これだけは知っ
ておきたいワークルール”の周知・啓発に取り組んでいます。
　２０２０年度は高校１０校、専門学校等４校の計１４校（前年比+３校）
から依頼を受け、夏休み中の８月から卒業間近の３月まで、各地
区労福協役員が講師を務め開催しました。
　出席した生徒・教諭からは「具体例があり分かりやすい」「様々
なワークルールや問題が発生した時の相談窓口など多くの事を学
べた」「これから社会に出る生徒にとって必要不可欠な内容だっ
た」との感想のほか、「急に休み（自宅待機）を命じられた時の
賃金は？」「ニュースで耳にする雇用調整助成金とは？」「解雇時
の対応は？」など新型コロナ関連の質問を多く頂いたのが特徴的
でした。頂いた声は今年度の活動に反映していきます。

学生にワークルール教育を！学生にワークルール教育を！
労働トラブルの未然防止へ　県内１４校で出前講座を開催労働トラブルの未然防止へ　県内１４校で出前講座を開催

勤労体県大会「中止」

　２０２１年度の勤労者体育祭山形県

大会は、新型コロナ感染状況を勘

案し「中止」します。

全国研究集会　初の LIVE配信で開催！

（事務所PCで視聴）（事務所PCで視聴）
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２０2１

ろうきんの「ふるさと奨学ローン」を利用し、お子様が卒
業後、山形県内に就職または就業した場合は、それ以
降の利子に対して最長10年間、元金300万円を限度に
年2.0％の利子相当分を協会が補給します。
※融資金利が2.0％を下回った場合は、融資金利が利子補給
率になります。

●用途／ご本人や親族の方の教育費用
　　　　としてご利用いただけます。
●融資金額／最高2，０００万円まで
●融資期間／固定金利型　最長１０年
　　　　　　変動金利型　最長２０年
　　　　　　在学期間中、元金の返済
　　　　　　を最長７年間据え置くことが
　　　　　　できます。
●保　　証／ろうきん指定の保証機関をご利用
　　　　　　いただきます。
　　　　　　保証料はろうきんが負担します。
●金利／ろうきん各支店へお問い合わせ願います。

応援します、
未来の主役たち。

（6）やまがた労福協NEWS � 2021年６月15日


